
(57)【要約】

【課題】液晶表示装置の動作速度を向上し、より高画質

な表示を提供する

【解決手段】  本発明は、信号線と、前記信号線と交差

する走査線と、第１の薄膜トランジスタと、第２の薄膜

トランジスタと、第１の画素電極と、第２の画素電極と

が画素に配置され、前記第１の画素電極は、前記第１の

薄膜トランジスタに接続され、前記第２の画素電極は、

前記第２の薄膜トランジスタに接続され、前記第１の薄

膜トランジスタ、前記第２の薄膜トランジスタは、互い

に異なる前記信号線にそれぞれ接続され、前記第１の画

素電極、前記第２の画素電極は、互いに異なる平面上に

それぞれ形成されていることを特徴とする。

【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 信 号 線 と 、 前 記 信 号 線 と 交 差 す る 走 査 線 と 、 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 ２ の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ と 、 第 １ の 画 素 電 極 と 、 第 ２ の 画 素 電 極 と が 画 素 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 互 い に 異 な る 前 記 信 号
線 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 互 い に 異 な る 平 面 上 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
信 号 線 と 、 前 記 信 号 線 と 交 差 す る 走 査 線 と 、 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ と 、 第 １ の 画 素 電 極 と 、 第 ２ の 画 素 電 極 と が 画 素 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 １ の 画 素 電 極 の 周 囲 全 て を 囲 ん で 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 互 い に 異 な る 平 面 上 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ
、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 の 縁 部 分 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 縁 部 分 の 一 部 と が 重 な る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
信 号 線 と 、 前 記 信 号 線 と 交 差 す る 走 査 線 と 、 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ と 、 第 １ の 画 素 電 極 と 、 第 ２ の 画 素 電 極 と が 画 素 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 １ の 画 素 電 極 の 周 囲 全 て を 囲 ん で 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 前 記 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 互 い に 異 な る 前 記 信 号
線 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 は 、 互 い に 異 な る 平 面 上 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ
、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 の 縁 部 分 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 の 縁 部 分 の 一 部 と が 重 な る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に お い て 、 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と し て 、 Ｃ ｒ が 用 い ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 第 ２
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 同 一 の 前 記 走 査 線 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 前 記 第 ２
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 互 い に 異 な る 前 記 走 査 線 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 従 来 、 表 示 装 置 と し て Ｃ Ｒ Ｔ が 最 も 一 般 的 で あ る 。 し か し 、 Ｃ Ｒ Ｔ は 真 空 の ガ ラ ス チ ュ
ー ブ を 使 用 し 、 高 電 圧 で 電 子 を 加 速 し て い る た め 、 容 積 が 大 き い 、 重 さ が 大 き い 、 消 費 電
力 が 大 き い 等 の 問 題 点 が あ る 。 そ の た め 、 プ ラ ズ マ や 、 液 晶 を 使 っ た フ ラ ッ ト パ ネ ル 型 の
表 示 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 特 に 近 年 、 液 晶 表 示 装 置 の な か で も 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
型 の 液 晶 表 示 装 置 が 普 及 し つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ０ は 従 来 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図 で あ り 、 画 素 マ ト リ ク
ス １ に は 、 信 号 線 ２ 、 走 査 線 ３ に よ り 信 号 線 駆 動 回 路 ４ 、 走 査 線 駆 動 回 路 ５ が 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ １ は 従 来 例 の 画 素 マ ト リ ク ス １ の 構 成 図 で あ り 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 、 信 号 線 １ １ ～ １
３ 、 走 査 線 １ ４ ～ １ ６ が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ の 交 差 部 分 に そ れ ぞ れ 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ １ ７ ～ ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ７ ～ ２ ０ に お い て 、 ソ ー ス 電 極 は
信 号 線 １ １ ～ １ ３ に 接 続 さ れ 、 ゲ イ ト 電 極 は 走 査 線 １ ４ ～ １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、
ド レ イ ン 電 極 は 画 素 領 域 の 液 晶 セ ル ２ １ ～ ２ ４ と 、 保 持 容 量 ２ ５ ～ ２ ８ と に 対 応 し て 配 置
さ れ た 図 示 し な い 画 素 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ２ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ７ ～ ２ ０ の 電 極 に 印 加 さ れ る 電 位 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ ス
図 で あ り 、 図 １ ２ （ ａ ） は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 に 印 加 さ れ る 電 位 Ｖ S  で あ り 、
図 １ ２ （ ｂ ） は ゲ イ ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 位 Ｖ G  で あ り 、 図 １ ２ （ ｃ ） は ド レ イ ン 電 極 の
電 位 Ｖ D  で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ７ ～ ２ ０ が Ｎ チ ャ ネ ル の 場 合 、 ゲ イ ト 電 極 が ハ イ （ ゲ イ ト 電 極 の 電
位 Ｖ G  が プ ラ ス 側 ） に な る と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ７ ～ ２ ０ は オ ン と な り 、 ソ ー ス 電 極 の
電 位 Ｖ S  と ド レ イ ン 電 極 の 電 位 Ｖ D  は 等 し く な る よ う に 動 作 す る 。 こ の 動 作 に よ り 、 信 号
線 １ １ ～ １ ３ の 電 位 が 保 持 容 量 ２ ５ ～ ２ ８ に 書 き 込 ま れ る 。 次 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ７ ～
２ ０ の ゲ イ ト 電 極 が ロ ウ （ ゲ イ ト 電 極 の マ イ ナ ス 側 電 位 ） に な る と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １
７ ～ ２ ０ は オ フ と な り 、 ソ ー ス 電 極 、 ド レ イ ン 電 極 間 は オ ー プ ン 状 態 に な る 。 こ れ に よ っ
て 、 保 持 容 量 ２ ５ ～ ２ ８ の 電 位 は 次 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ７ ～ ２ ０ が オ ン に な り 、 再 び 書
き 込 み が 発 生 す る ま で の 間 、 保 持 さ れ る 。 ま た 、 対 向 電 極 と 画 素 電 極 の 間 に 挟 ま れ た 図 １
１ の 液 晶 セ ル ２ １ ～ ２ ４ は そ の 両 電 極 の 差 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 電 圧 に 応 じ て 光 の 偏 光 特
性 が 変 化 す る 。 そ し て 、 偏 光 板 を 介 す る こ と に よ り 、 最 終 的 に 透 過 率 が 変 化 し て 、 明 暗 が
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 即 ち 、 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 物 質 が 分 子 軸 に 対 し て 平 行 方 向 と 垂 直 方 向 と で 誘 電 率 が 異 な
る こ と を 利 用 し て 、 光 の 偏 光 や 透 過 光 量 、 さ ら に は 散 乱 量 を 制 御 す る こ と で Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ
を 制 御 し て 、 明 暗 を 表 示 す る 。 液 晶 材 料 と し て は Ｔ Ｎ 液 晶 、 Ｓ Ｔ Ｎ 液 晶 、 強 誘 電 性 液 晶 等
が 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 画 素 を 駆 動 す る 周 辺 駆 動 回 路 を 作 製 す る 方 法 に は 、 単 結 晶 シ リ コ ン の ト ラ ン ジ ス
タ 集 積 回 路 で 作 製 す る 方 法 と 、 ポ リ シ リ コ ン を 利 用 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し 、 ア ク
テ ィ ブ マ ト リ ク ス と 同 じ ガ ラ ス 基 板 上 に 一 体 的 に 作 製 す る 方 法 と が あ る 。 単 結 晶 シ リ コ ン
で 作 製 さ れ た 駆 動 回 路 は Ｔ Ａ Ｂ ま た は Ｃ Ｏ Ｇ と い う 形 で ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス に 接 続 さ れ
る の が 普 通 で あ る 。 他 方 、 ポ リ シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で 作 製 す る 方 法 で は 、 駆 動 回 路
は Ｔ Ａ Ｂ や Ｃ Ｏ Ｇ で は な く 、 基 板 上 の 金 属 配 線 で ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス に 接 続 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 材 料 に は 低 価 格 及 び 配 向 制 御 が
容 易 な 点 か ら 、 主 に Ｔ Ｎ 液 晶 が 使 用 さ れ て い る 。 Ｔ Ｎ 液 晶 は 偏 光 板 を 介 し た 状 態 で 、 図 １
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３ に 示 す よ う な 透 過 率 － 印 加 電 圧 （ Ｖ ） 特 性 を 有 す る 。 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 透 過 率 － 印
加 電 圧 （ Ｖ ） 特 性 は 曲 線 の 勾 配 が 比 較 的 緩 や か な た め 、 Ｔ Ｎ 液 晶 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 は
印 加 電 圧 に よ り 諧 調 表 示 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 Ｔ Ｎ 液 晶 は 印 加 す る 電 圧 に 対 す る 応 答 が 遅 い と い う 問 題 点 が あ る 。 一 般
に Ｔ Ｎ 液 晶 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 で は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 諧 調 が 黒 か ら 白 に 変 化 し た 場
合 、 ま た は そ の 逆 に 白 か ら 黒 に 変 化 し た 場 合 に は 、 １ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ か ら 数 １ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ の 応
答 遅 れ が 発 生 す る 。 特 に 一 つ の 表 示 画 素 に 着 目 す る と 、 黒 か ら 白 に 諧 調 が 変 化 す る 際 に 、
画 素 中 心 部 の 階 調 が ま ず 変 化 し て 、 こ れ に 遅 れ て 、 表 示 画 素 周 辺 部 の 諧 調 が 変 化 し て い る
こ と が 観 察 さ れ る 。 こ の 応 答 の 遅 れ は 、 画 素 領 域 の 液 晶 の 周 辺 部 と 中 心 部 と で は 、 電 界 を
加 え た 際 に お け る 応 答 時 間 に 違 い が 見 ら れ る 現 象 に 起 因 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 基 づ い て 、 上 記 の 現 象 を 説 明 す る 。 画 素 電 極 に 電 圧 を 印 加 し た
状 態 で の 図 １ ５ （ ａ ） は 液 晶 セ ル 内 の 液 晶 分 子 の 模 式 図 で あ り 、 図 １ ５ （ ｂ ） は 液 晶 セ ル
の 画 素 電 極 間 の 電 気 力 線 の 模 式 図 で あ る 。 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル は 一 対 の
ガ ラ ス 基 板 ３ １ 、 ３ ２ 間 に 液 晶 分 子 ３ ３ が 挟 ま れ て お り 、 ガ ラ ス 基 板 ３ １ 、 ３ ２ に は 一 対
の 透 明 な 画 素 電 極 ３ ４ 、 ３ ５ が 対 向 し て 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 図 示 さ れ る 構 成 要 素 以 外
に 配 向 膜 や ス イ ッ チ ン グ 用 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 設 け ら れ て い る が 、 図 １ ５ （ ａ ） で は そ
の 記 載 は 省 略 し て あ る 。 ま た 、 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す 構 成 を 一 対 の 偏 向 板 で 挟 む こ と に よ っ
て 、 最 も 基 本 的 な 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の 画 素 電 極 ３ ４ 、 ３ ５ に よ り 電 界 が 液 晶 分 子 ３ ３ に 印
加 さ れ る と 、 図 １ ５ （ ｂ ） に 示 す 電 気 力 線 ３ ６ に 沿 っ て 、 液 晶 分 子 ３ ３ の 分 子 軸 が 一 様 な
方 向 に 揃 う 。 こ の 結 果 、 液 晶 分 子 ３ ３ 中 を 透 過 す る 光 の 偏 光 状 態 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 画 素 電 極 ３ ４ 、 ３ ５ の 周 縁 部 に お い て は 、 境 界 面 ３ ７ を 境 と し て 、 右 側
、 即 ち 中 央 よ り の 液 晶 分 子 ３ ３ は 向 き を 変 え よ う と 回 転 す る の に 対 し て 、 左 側 の 液 晶 分 子
３ ３ は そ の ま ま の 状 態 を 保 持 し よ う と す る 。 こ の 結 果 、 画 素 電 極 ３ ４ 、 ３ ５ 間 に お い て 、
境 界 面 ３ ７ 近 傍 の 液 晶 分 子 ３ ３ は 応 答 速 度 が 画 素 電 極 ３ ４ 、 ３ ５ の 中 央 付 近 の 変 化 速 度 に
比 べ て 遅 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 静 止 画 を Ｃ Ｒ Ｔ と 同 等 以 上 の 画 質 で 表
示 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 前 述 し た よ う な 液 晶 分 子 の 応 答 遅 れ の た め に 、 動 画 像 の 画 質
は Ｃ Ｒ Ｔ よ り も 低 い 。 実 際 に は 、 こ の 応 答 遅 れ は 高 速 で 色 調 が 変 化 し た 際 の 表 示 の 不 自 然
さ 、 動 画 表 示 の 動 き の 鈍 さ と し て 現 れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 本 明 細 書 で 開 示 す る 主 要 な 発 明 は 、
　 透 明 基 板 上 に 信 号 線 、 走 査 線 を マ ト リ ク ス 状 に 交 差 さ せ 、 そ の 交 差 部 分 に 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ と 透 明 画 素 電 極 を 配 置 し 、 前 記 透 明 基 板 と 異 な る 透 明 基 板 と 、 前 記 透 明 基 板 の 間 に 液
晶 材 料 を 挟 み 、 前 記 液 晶 材 料 に 電 圧 を 印 加 し て 、 表 示 を 行 う ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液
晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 透 明 画 素 電 極 は 走 査 線 、 信 号 線 に 囲 ま れ た 画 素 領 域 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 第 １ の 画 素 電
極 と 第 １ の 画 素 電 極 の 少 な く と も ２ 方 向 を 囲 む 形 状 を 有 す る 第 ２ の 画 素 電 極 か ら 成 り 、 第
１ 、 第 ２ の 画 素 電 極 は そ れ ぞ れ 異 な る 第 １ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 前 記 第
１ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は そ れ ぞ れ 異 な る 信 号 線 、 走 査 線 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 上 記 構 成 を 有 す る 表 示 装 置 の 具 体 的 な 構 成 図 で あ り 、 表 示 単 位 と な る １ つ の 画 素
セ ル の み を 図 示 し て い る 。 信 号 線 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ と 走 査 線 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ は 格 子 状 に 配 置
さ れ 、 こ の 格 子 部 分 の 中 央 に は 透 明 電 極 か ら 成 る 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ が 配 置 さ れ て い る 。
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更 に 、 中 央 画 素 の 略 ３ 辺 を 囲 ん で 「 コ 」 の 字 型 の 透 明 電 極 か ら 成 る 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ が
配 置 さ れ て い る 。 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ は 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ の 周 囲 の お よ そ ３ ／ ４ を 囲 ん
で い る 。 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ は 第 １ の 画 素 電 極 に 相 当 し 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ は 第 ２ の 画
素 電 極 に 相 当 す る 。 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ に は 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ３ が 接 続 さ れ 、
周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ に は 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ １ ０ ３ に は 走 査 線 １ ０ ５ 、 信 号 線 １ ０ ７ が 接 続 さ れ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ に は 走
査 線 １ ０ ６ 、 信 号 線 １ ０ ８ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 動 画 像 を 表 示 す る 際 に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ を Ｏ Ｎ に し て 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２
の み に 電 圧 を 印 加 す る 。 そ し て 所 定 の タ イ ミ ン グ だ け 遅 ら せ て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ３ を
Ｏ Ｎ に し て 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ に も 電 圧 を 印 加 す る 。 即 ち 、 最 初 に 画 素 領 域 の 周 辺 部 の
お よ そ ３ ／ ４ の 液 晶 が 応 答 し て 、 し か る 後 に 画 素 領 域 の 中 心 領 域 を 占 め る 液 晶 が 遅 れ て 応
答 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 来 例 で は 、 画 素 電 極 に 電 荷 が 印 加 さ れ て も 、 画 素 電 極 の 周 縁 部 の 液 晶 は 電 極 外 の 液 晶
の 影 響 を 受 け て 、 応 答 が 緩 慢 で あ っ た が 、 本 発 明 で は 、 あ ら か じ め 応 答 に 時 間 の か か る 画
素 の 周 辺 部 の 液 晶 を 先 に 応 答 さ せ 、 し か る 後 に 画 素 の 中 心 領 域 の 液 晶 を 応 答 さ せ て い る 。
更 に 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ の 動 作 タ イ ミ ン グ を 適 宜 設 定 す る こ と で
、 画 素 領 域 全 体 の 液 晶 が 立 ち 上 が る タ イ ミ ン グ を 揃 え て い る 。 そ の 結 果 、 見 か け 上 、 画 素
セ ル 内 の 液 晶 が ほ と ん ど 同 時 に 高 速 に 応 答 す る よ う に し て 、 動 画 を 正 確 に 表 示 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の よ う に 動 作 さ せ る に は 、 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ３ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ １ ０ ４ を そ れ ぞ れ 異 な る 信 号 線 、 走 査 線 を 介 し て 、 異 な る 駆 動 回 路 に よ っ て 、 異 な る タ
イ ミ ン グ で 駆 動 す る 必 要 が あ る 。 具 体 的 な タ イ ミ ン グ の 例 と し て は 、 例 え ば 第 １ の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ １ ０ ３ を 駆 動 す る た め の 画 像 信 号 を 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ を 駆 動 す る
画 像 信 号 よ り も １ フ レ ー ム 期 間 の 少 な く と も １ 以 上 の 自 然 数 倍 の 時 間 遅 れ を 有 す る 信 号 と
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ と を 離 し て 配 置 し て い る が 、 こ の 場 合
は 、 そ の 離 れ る 距 離 が 重 要 で あ る 。 図 １ ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の 画 素 電 極 に よ り 電
圧 を 印 加 し た 際 に は 、 画 素 の 境 界 面 か ら 電 気 力 線 が は み だ し て い る た め 、 画 素 電 極 に 挟 ま
れ て い な い 液 晶 分 子 も 応 答 し て い る 。 図 ３ は 印 加 電 圧 に 応 答 し た 液 晶 分 子 の 位 置 を 電 極 か
ら 離 間 距 離 と し て 測 定 し た 結 果 を 示 す 。 ５ Ｖ の 電 圧 印 加 に 対 し て 、 離 間 距 離 は ４ μ ｍ 程 度
で あ る 。 こ れ は 、 ５ Ｖ の 電 圧 印 加 に 対 し て は 、 画 素 電 極 か ら ４ μ ｍ 程 度 離 れ た 位 置 に 在 る
液 晶 分 子 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と が で き る こ と を 意 味 し て い る 。 従 っ て 、 印 加 電 圧 を ５ Ｖ
と す る 場 合 に は 、 図 １ に お い て 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ の 離 間 距 離 は
４ μ ｍ 以 内 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 、 本 明 細 書 で 開 示 す る 他 の 発 明 は 、
　 液 晶 に 電 界 を 加 え る た め の １ 単 位 の 領 域 を 有 し 、
　 前 記 １ 単 位 の 領 域 に は 複 数 の 電 極 が 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の 電 極 と し て 、
　 前 記 １ 単 位 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る 領 域 の １ ／ ２ 以 上 を 占 め る 電 極 と 、
　 前 記 １ 単 位 の 領 域 に お け る 中 心 部 分 を 占 め る 電 極 と 、
　 を 少 な く と も 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 上 記 構 成 を 有 す る 表 示 装 置 の 具 体 的 な 構 成 図 で あ り 、 画 素 領 域 と し て 画 定 さ れ る
１ 単 位 の 画 素 領 域 は 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ か ら 構 成 さ れ 、 表 示 の 最 小
単 位 と な る も の で あ る 。 表 示 単 位 と な る 画 素 領 域 の 中 心 部 分 に 中 心 画 素 電 極 １ ０ １ が 配 置
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さ れ 、 中 心 画 素 電 極 １ ０ １ の 周 囲 に 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 構 成 を 有 す る 発 明 に お い て 、 中 央 画 素 電 極 の 少 な く と も １ ／ ２ 以 上 の 領 域 が 周 辺
画 素 電 極 で 占 め ら れ る 必 要 が あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 表 示 単 位 の 周 辺 部 の 領 域 を １ ／ ２ 以 上
を 周 辺 画 素 電 極 占 め る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 中 央 画 素 電 極 下 の 液 晶 に お い て 、 電 極 外 部 の
液 晶 と 接 す る 部 分 の 割 合 が そ の 周 囲 全 体 に 対 し て ５ ０ ％ 以 上 と な る と 、 周 辺 画 素 電 極 を 中
央 画 素 電 極 よ り も 早 い タ イ ミ ン グ で 駆 動 し て も 、 画 素 領 域 周 辺 の 液 晶 の 影 響 に よ る 液 晶 の
応 答 の 遅 れ が 顕 著 に な る か ら で あ る 。 図 １ に 示 す 構 成 に お い て は 、 画 素 領 域 の 周 辺 に 接 す
る 領 域 の お よ そ ３ ／ ４ が 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ に よ っ て 占 め ら れ 、 中 央 画 素 電 極 下 の 液 晶 が
電 極 外 部 の 液 晶 と 接 す る 部 分 の 割 合 は お よ そ ２ ５ ％ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 液 晶 に 電 界 を 加 え る た め の １ 単 位 の 領 域 を 有 し 、
　 前 記 領 域 に は 複 数 の 電 極 が 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の 電 極 と し て 、
　 前 記 １ 単 位 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る 領 域 の １ ／ ２ 以 上 を 占 め る 電 極 と 、
　 前 記 領 域 に お け る 中 心 領 域 を 占 め る 電 極 と 、
　 を 少 な く と も 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 液 晶 に 電 界 を 加 え る た め の １ 単 位 の 領 域 を 有 し 、
　 前 記 領 域 に は 複 数 の 電 極 が 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の 電 極 と し て 、
　 前 記 領 域 に お け る 中 心 部 を 占 め る 電 極 と 、
　 該 電 極 周 囲 の １ ／ ２ 以 上 を 囲 ん で 配 置 さ れ た 電 極 と 、
　 を 少 な く と も 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 液 晶 を 用 い た 表 示 を 行 う １ 単 位 の 領 域 を 有 し 、
　 前 記 １ 単 位 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る 領 域 の １ ／ ２ 以 上 の 領 域 に 電 界 を 加 え る 手 段 と 、
　 該 手 段 か ら の 電 界 が 液 晶 に 加 え ら れ た 後 に 前 記 １ 単 位 の 領 域 の 中 心 部 に 電 界 を 加 え る 手
段 と 、
　 を 少 な く と も 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 構 成 を 有 す る 発 明 を 図 １ を 用 い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ に は 、 中 央 画 素 電 極 １ ０
１ と 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ で 構 成 さ れ た １ 単 位 の 領 域 が 示 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す 構 成 に お
い て は 、 こ の １ 単 位 の 領 域 が 画 素 電 極 と な る 。 こ こ で 、 中 心 画 素 電 極 １ ０ １ が １ 単 位 の 領
域 の 中 心 部 を 占 め る 電 極 で あ り 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ が こ の １ 単 位 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る
領 域 の お よ そ ３ ／ ４ の 領 域 に 電 界 を 加 え る た め の 電 極 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に 示 す 構 成 に お い て は 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ か ら 液 晶 に 対 し て 電 界 を 印 加 し た 後 に
、 所 定 の タ イ ミ ン グ を 遅 ら せ て 、 中 心 画 素 電 極 １ ０ １ か ら 液 晶 に 対 し て 電 界 を 印 加 す る 。
こ う し て 、 画 素 領 域 の 周 辺 に 接 す る 領 域 か ら 画 素 領 域 の 中 心 領 域 へ と 順 次 所 定 の タ イ ニ ン
グ で 電 界 を 加 え る 構 成 を 実 現 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 応 答 の 遅 い 画 素 領 域 の 周 辺 に
接 し た 領 域 を 最 初 に 応 答 さ せ る こ と が で き 、 結 果 と し て 画 素 全 体 を 一 様 に 高 速 度 で 応 答 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 液 晶 の 一 部 の 領 域 に 電 界 を 加 え る 手 段 を 少 な く と も 有 す る 表 示 装 置 で あ っ て 、 　 前 記 手
段 は 、
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　 前 記 一 部 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る 領 域 の １ ／ ２ 以 上 の 領 域 に ま ず 電 界 を 加 え 、
　 そ の 後 に 他 の 領 域 に 電 界 を 加 え る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 液 晶 の 所 定 の 領 域 に 電 界 を 加 え る 手 段 を 少 な く と も 有 す る 表 示 装 置 で あ っ て 、 　 前 記 手
段 は 、
　 前 記 所 定 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る 少 な く と も 一 部 の 領 域 か ら 前 記 所 定 の 領 域 の 中 心 部 お よ
び ／ ま た は 中 心 周 辺 部 へ と 順 次 電 界 を 加 え る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 液 晶 の 所 定 の 領 域 に 電 界 を 加 え る 手 段 を 少 な く と も 有 す る 表 示 装 置 で あ っ て 、 　 前 記 手
段 は 、
　 前 記 所 定 の 領 域 の 周 辺 に 接 す る 少 な く と も 一 部 の 領 域 に 電 界 を 加 え た 後 前 記 所 定 の 領 域
の 中 心 部 お よ び ／ ま た は 中 心 周 辺 部 に 電 界 を 加 え る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 構 成 の 具 体 的 な 例 と し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 画 素 領 域 で あ る 所 定 の 領 域 の 周 辺
に 接 す る 領 域 に 電 界 を 加 え る た め の 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ と 、 所 定 の 領 域 の 中 心 部 に 電 界 を
加 え る た め の 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ を 有 す る 構 成 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 を
採 用 す る こ と に よ り 、 画 素 領 域 と な る 液 晶 の 所 定 の 領 域 の 周 辺 部 か ら 中 心 部 へ と 順 次 に 液
晶 を 応 答 さ せ る こ と が で き 、 画 素 領 域 周 辺 の 液 晶 の 影 響 に よ る 応 答 の 遅 れ を 補 正 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 本 明 細 書 で 開 示 す る 発 明 で は 、 周 辺 画 素 電 極 を 中 央 画 素 電 極 と は 異 な る 面 内 に 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る と 、 中 央 画 素 電 極 の 周 辺 領 域 に 電 界
が よ り 印 加 さ れ や す く な る 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 述 の 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 本 明 細 書 で 開 示 す る 発 明 の 他 の 主 要 な 構 成 は 、
　 透 明 基 板 上 に 信 号 線 、 走 査 線 を マ ト リ ク ス 状 に 交 差 さ せ 、 そ の 交 差 部 分 に 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ と 透 明 画 素 電 極 を 配 置 し 、 前 記 透 明 基 板 と 異 な る 透 明 基 板 と 前 記 透 明 基 板 の 間 に 液 晶
材 料 を は さ み 、 前 記 液 晶 材 料 に 電 圧 を 印 加 し 、 表 示 を 行 う ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表
示 装 置 に お い て 、 透 明 画 素 電 極 は 走 査 線 、 信 号 線 に 囲 ま れ た 画 素 領 域 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す
る 第 １ の 画 素 電 極 と 第 １ の 画 素 電 極 を 囲 む 形 状 を 持 っ た 第 ２ の 画 素 電 極 か ら な り 、 第 １ 、
第 ２ の 画 素 電 極 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 第 １ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １
、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は そ れ ぞ れ 異 な る 信 号 線 、 走 査 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 画 素
電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と は 、 異 な る 平 面 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 他 の 構 成 は 、
　 透 明 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 透 明 画 素 電 極 を 有 し 、 前 記 透 明 画 素 電 極 は 、 走
査 線 、 信 号 線 に 囲 ま れ た 画 素 領 域 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 第 １ の 画 素 電 極 と 第 １ の 画 素 電 極
を 囲 む 形 状 を 持 っ た 第 ２ の 画 素 電 極 か ら な り 、 第 １ 、 第 ２ の 画 素 電 極 は そ れ ぞ れ 異 な る 第
１ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は そ れ ぞ れ
異 な る 信 号 線 、 走 査 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と は 異 な る
平 面 上 に 形 成 さ れ て い る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 入 力 さ れ た 画
像 信 号 を フ レ ー ム メ モ リ に よ っ て 遅 延 さ せ 、 原 信 号 と 比 較 を 行 い 、 動 き 部 分 を 検 出 し 、 動
き 部 分 が 検 出 さ れ た 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 、 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を
駆 動 す る よ り １ フ レ ー ム 以 上 先 の 画 像 信 号 を 用 い て 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 上 記 発 明 の 具 体 的 な 構 成 図 で あ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に
お け る 画 素 セ ル の 構 成 図 で あ り 、 図 ６ （ ａ ） は 画 素 の 上 面 図 を 示 し 、 図 ６ （ ｂ ） は 図 ６ （
ａ ） の 線 ａ － ａ ’ で 切 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 透 光 性 を 有 す る 基 板
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上 に 、 従 来 の 画 素 に 対 応 す る 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ が 設 け ら れ 、 更 に 、 第 ２ の 画 素 電 極 と し
て 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ が 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 周 辺 に 接 し 、 そ の ４ 辺 を 囲 む よ う に 設 け
ら れ て い る 。 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に は 画 素 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ が 接 続 さ れ 、 周 辺 画 素
電 極 ６ ０ ２ に は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ４ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ 、 ６ ０ ４ に は そ れ ぞ れ 走 査 線 ６ ０ ５ 、 ６ ０ ６ 、 信 号 線 ６
０ ７ 、 ６ ０ ８ が 独 立 に 接 続 さ れ て い る 。 更 に 、 走 査 線 ６ ０ ５ 、 ６ ０ ６ 、 信 号 線 ６ ０ ７ 、 ６
０ ８ に は そ れ ぞ れ 図 示 し な い 駆 動 回 路 が 独 立 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 中 央 画 素 電 極
６ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と を 異 な る 駆 動 回 路 に よ り 、 異 な る タ イ ミ ン グ で 動 作 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ は 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 下 層 に 配
置 さ れ て お り 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ が 形 成 さ れ る 層 と 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ が 形 成 さ れ る 層
と の 間 に は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ａ ｌ 2  Ｏ 3  等 の 絶 縁 膜 層 ６ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ を 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ と 異 な る 層 に 配 置 す る こ と に よ り 、 電 気 的 に
絶 縁 さ れ た 層 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 電 極 に 接 続 さ せ る 配 線 を 設 け る こ と が で き る 。 例 え ば
、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に 接 続 さ れ た 配 線 パ タ ー ン を 絶 縁 膜 ６ ０ ９ 上 に 形 成 す る こ と が で き
る た め 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ 上 を 横 断 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 中 央 画 素 電 極
６ ０ １ の 周 囲 を 全 て 囲 ん で 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と は 、 中 央
画 素 電 極 ６ ０ １ の 周 縁 で 重 な る よ う に し て い る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 し た た め 、 中 央 画
素 電 極 ６ ０ １ の 周 縁 部 分 に 対 し て 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ に よ り 、 電 圧 を 印 加 す る こ と が で
き る 。 更 に 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と が 部 分 的 に 重 な っ て い る た め に
、 プ ロ セ ス で の ア ラ イ メ ン ト の ず れ を 補 償 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 プ ロ セ ス マ ー ジ
ン を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 な 動 作 と し て は 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に 電 圧 が 印 加 さ れ る よ り も 先 に 周 辺 画 素 電 極
６ ０ ２ 間 に 電 圧 を 印 加 す る 。 す る と 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ に 挟 ま れ る 液 晶 分 子 が 長 軸 の 方 向
が 電 気 力 線 と 平 行 に な る よ う に 配 向 す る と 同 時 に 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 周 縁 の 液 晶 分 子
も が 分 子 の 長 軸 の 向 き が 初 期 配 向 状 態 か ら 、 電 気 力 線 に 沿 う よ う に な る よ う に 変 わ る 。 便
宜 上 こ れ を 第 １ の 応 答 と い う こ と と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 所 定 の 時 間 遅 れ た タ イ ミ ン グ で 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に も 電 圧 を 印 加 す る 。 こ れ に
よ り 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に 挟 ま れ る 液 晶 分 子 が 長 軸 の 方 向 が 電 気 力 線 と 平 行 に な る よ う
に 配 向 す る 。 便 宜 上 、 こ れ を 第 ２ の 応 答 と い う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ の 応 答 に お い て 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ か ら の 電 圧 印 加 に よ り 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １
の 周 縁 の 液 晶 分 子 は 既 に 応 答 し て い る た め 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 間 の 液 晶 分 子 は 位 置 に 拘
ら ず 、 応 答 の 遅 さ が 生 じ る こ と が な く 、 中 央 画 素 電 極 の 領 域 全 体 に お い て 均 一 に 応 答 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ の 応 答 に 要 す る 時 間 Ｔ 1  と 第 ２ の 応 答 に 要 す る 時 間 Ｔ 2  と の 関 係 は 、 Ｔ 1  ＞ Ｔ 2  と
な る 。 こ れ は 、 第 １ の 応 答 に お い て 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ に 挟 ま れ る 液 晶 分 子 は 周 辺 の 液
晶 分 子 の 影 響 を 受 け て 、 そ の 応 答 が 遅 く な る た め で あ る 。 こ こ で 、 Δ Ｔ を Ｔ 1  － Ｔ 2  ＝ Δ
Ｔ と 定 義 す る 。 本 発 明 で は 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ に 電 圧 を 印 加 し て か ら 中 央 画 素 電 極 ６ ０
１ に 電 圧 を 印 加 す る ま で の 時 間 差 が Δ Ｔ と な る よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 中 央 画 素 電 極 の
中 央 に お け る 液 晶 の 応 答 と 中 央 画 素 電 極 の 縁 近 く の 液 晶 の 応 答 と が 同 時 に 応 答 し た よ う な
状 態 が 実 現 で き る 。 こ の よ う な 動 作 状 態 は 、 動 画 の 表 示 に お い て 、 色 調 の 変 化 や 動 画 の 動
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き を 自 然 な も の と す る た め に 非 常 に 有 用 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 周 囲 画 素 電 極 ６ ０ ２ に は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 兼 ね て ク ロ ム を 用 い る こ と も 可
能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 画 素 周 辺 領 域 で の 液 晶 分 子 の 配 向 乱 れ を 遮 蔽 す る こ と が で き る と
い う 利 点 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 複 数 の 画 素 電 極 が 配 置 さ れ た 画 素 領 域 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 領 域 に は 、
　 画 素 領 域 の 中 心 領 域 を 占 め る 第 １ の 画 素 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 の 周 囲 全 て を 囲 ん で 形 成 さ れ た 第 ２ の 画 素 電 極 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 画 素 領 域 と い う の は 、 例 え ば 表 示 の 一 つ の 単 位 が マ ト リ ク ス 状 に 配
置 さ れ て い る 領 域 の こ と を い う 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 す 構 成 の 場 合 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と
中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ で 構 成 さ れ る 領 域 が 画 素 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 他 の 発 明 の 構 成 は 、
　 複 数 の 画 素 電 極 が 配 置 さ れ た 画 素 領 域 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 領 域 に は 、
　 画 素 領 域 の 中 心 領 域 を 占 め る 第 １ の 画 素 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 を 囲 ん で 配 置 さ れ た 第 ２ の 画 素 電 極 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と は 異 な る 平 面 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 と は 異 な る 平 面 上 に 形 成 さ れ
、 特 に 第 １ の 画 素 電 極 の 縁 部 分 と 第 ２ の 画 素 電 極 の 一 部 と が 重 な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 具 体 的 な 構 成 と し て は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 構 成 を 採 用 で き る 。 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ は 中
央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 下 層 に 配 置 さ れ 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ が 形 成 さ れ る 層 と 周 辺 画 素 電 極
６ ０ ２ が 形 成 さ れ る 層 と の 間 に は 、 絶 縁 膜 層 ６ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に 開 示 す る 発 明 に お い て 、 画 素 を 駆 動 す る た め の 周 辺 駆 動 回 路 を ポ リ シ
リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に よ り 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 周 辺 駆 動 回 路 を ポ リ シ リ コ ン 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 す る こ と に よ り 以 下 の 長 所 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
  １ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス の 画 素 ピ ッ チ を 小 さ く で き る 。
      Ｔ Ａ Ｂ を 用 い て ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス を 駆 動 す る 場 合 、 Ｔ Ａ Ｂ の ピ ッ チ は 　 　 　 ガ
ラ ス 基 板 と 張 り 合 わ せ が 可 能 な 大 き さ に 限 定 さ れ る た め 、 ア ク テ ィ ブ マ 　 　 　 ト リ ク ス の
ピ ッ チ を 小 さ く で き な い 。
      駆 動 回 路 を 基 板 内 に 内 蔵 し た 場 合 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス と の 張 り 合 わ せ が 　 　 　 存
在 し な い た め 、 マ ト リ ク ス の ピ ッ チ を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
  ２ 、 配 線 接 続 の 信 頼 性 が 向 上 で き る 。
      Ｔ Ａ Ｂ を 用 い る 場 合 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス か ら 外 部 に 対 し て 数 千 本 の 配 　 　 　 線
が 出 力 さ れ る た め 、 Ｔ Ａ Ｂ － ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 接 続 点 に お い 　 　 　 て 断 線 の 確
率 が 高 い と い う の に 対 し て 、 駆 動 回 路 を 内 蔵 し た 場 合 ア ク テ ィ 　 　 　 ブ マ ト リ ク ス 基 板 よ
り 外 部 に で る 端 子 の 数 は 百 分 の 一 程 度 と な り 信 頼 性 の 　 　 　 向 上 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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  ３ 、 表 示 装 置 の 大 き さ を 小 さ く で き る 。
      Ｔ Ａ Ｂ を 用 い る 場 合 に 画 面 の 大 き さ が 小 さ い 表 示 装 置 、 た と え ば ビ ュ ウ フ 　 　 　 ァ
イ ン ダ の 様 な も の で は ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス よ り も 駆 動 回 路 の Ｔ Ａ Ｂ の 　 　 　 方 が 大 き く
な り ビ デ オ カ メ ラ 等 の 容 積 縮 小 の 足 か せ と な っ て い た 。 駆 動 回 　 　 　 路 内 蔵 の 場 合 、 回 路
の 幅 は ５ ｍ ｍ 以 下 に 抑 え る こ と が 可 能 で あ る た め 、 ビ 　 　 　 ュ ウ フ ァ イ ン ダ 等 の 表 示 装 置
の 小 型 化 に 貢 献 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 作 用 ）
　 本 明 細 書 で 開 示 す る 発 明 は 画 素 電 極 を 中 央 画 素 電 極 と 周 囲 画 素 電 極 に 分 離 し 、 画 面 上 で
「 動 き 」 を 要 求 さ れ る 部 分 で は 予 め 周 囲 画 素 電 極 を 駆 動 し 、 中 央 画 素 電 極 を 駆 動 し よ う と
し た と き に 、 液 晶 材 料 が 印 加 電 圧 に 対 し て 容 易 に 応 答 さ せ る よ う に し て い る 。 即 ち 、 応 答
に 時 間 の か か る 画 素 の 周 辺 に 接 す る 領 域 の 液 晶 を 先 に 応 答 さ せ 、 し か る 後 に 画 素 の 中 心 領
域 の 液 晶 を 応 答 さ せ る こ と に よ っ て 、 見 か け 上 、 画 素 内 の 液 晶 が ほ と ん ど 同 時 に 高 速 に 応
答 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 、 本 明 細 書 で 開 示 す る 発 明 で は 、 画 像 信 号 を フ レ ー ム メ モ リ に よ り 遅 延 さ せ て 、 遅
延 前 後 の 画 像 信 号 デ ー タ を 比 較 す る こ と に よ り 、 動 き 部 分 を 検 出 し て 、 動 き が 検 出 さ れ た
場 合 に は 、 上 記 の よ う に 周 辺 画 素 電 極 を 先 に 駆 動 し て 、 中 央 画 素 電 極 を １ フ レ ー ム の 自 然
数 倍 ず ら し た タ イ ミ ン グ で 駆 動 し て 、 動 画 を 正 確 に 表 示 す る よ う に す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 は 画 素 を 中 央 画 素 と 周 囲 画 素 の ２ つ の 領 域 に 分 離 し て 、 画 面 に 高 速 動 作 が 要 求 さ
れ る 場 合 に は 、 周 辺 画 素 を あ ら か じ め 、 中 央 画 素 に 先 行 し て 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 中 央
画 素 の 動 作 速 度 を 向 上 さ せ る 効 果 を も つ 。 従 っ て 、 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 速 度 を 向 上 す こ と
が 可 能 に な り 、 よ り 高 画 質 な 表 示 を ユ ー ザ ー に 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ は 本 明 細 書 で 開 示 す る 発 明 を 利 用 し て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 の
一 つ の 画 素 セ ル の 構 成 図 で あ る 。 従 来 で は 、 １ つ の 画 素 で 構 成 さ れ て い た 画 素 電 極 を 本 実
施 例 で は 中 央 の 画 素 電 極 と 、 そ の 周 囲 を 囲 む 画 素 電 極 と に 分 割 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ は 上 記 構 成 を 有 す る 表 示 装 置 の 具 体 的 な 構 成 図 で あ り 、 表 示 単 位 と な る １ つ の 画 素
セ ル の み を 図 示 し て い る 。 信 号 線 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ と 走 査 線 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ は 格 子 状 に 配 置
さ れ 、 こ の 格 子 部 分 の 中 央 に は 透 明 電 極 か ら 成 る 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ が 配 置 さ れ 、 中 央 画
素 の 略 ３ 辺 を 囲 ん で 「 コ 」 の 字 型 の 透 明 電 極 か ら 成 る 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ が 配 置 さ れ て い
る 。 従 っ て 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ は 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ の 周 囲 の お よ そ ３ ／ ４ を 囲 ん で い
る 。 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ に は 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ３ が 接 続 さ れ 、 周 辺 画 素 電 極 １
０ ２ に は 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ３ に は
走 査 線 １ ０ ５ 、 信 号 線 １ ０ ７ が 接 続 さ れ 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ に は 走 査 線 １ ０ ６ 、 信
号 線 １ ０ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 走 査 線 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 信 号 線 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ に は そ れ ぞ
れ 図 示 し な い 駆 動 回 路 が 独 立 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ２ は 画 素 セ ル の 断 面 構 成 図 で あ り 、 透 明 基 板 １ １ ０ 上 に 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 周 辺
画 素 電 極 １ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 他 方 の 透 明 基 板 １ １ １ 上 に は 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ に
対 向 す る 中 央 画 素 電 極 １ １ ２ と 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ と 対 向 す る 周 辺 画 素 電 極 １ １ ３ が そ
れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 透 明 基 板 １ １ ０ 、 １ １ １ 間 に は 、 液 晶 １ １ ４ が 封 入 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 画 素 セ ル が 表 示 す べ き 画 面 が 静 止 画 像 の 場 合 は 、 従 来 の 方 式 の 駆 動 方 法 を 採 用 す れ ば よ
く 、 中 央 の 画 素 電 極 １ ０ １ が 従 来 の 画 素 電 極 と 同 じ 役 割 を 果 し て 画 面 表 示 を 行 う 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 動 画 を 表 示 す る 場 合 に は 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ の 境 界 面 （ 周 囲 と 接 す る 部 分 ） の 動 作 速
度 を 改 善 す る た め 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ を 異 な る タ イ ミ ン グ で 駆 動
さ せ 、 動 画 を 正 確 に 表 示 す る よ う す る 。 最 初 に 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ 、 １ １ ３ の み に よ り
電 圧 を 印 加 す る 。 図 ２ （ ｂ ） は 、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ 、 １ １ ３ の み に 電 界 を 印 加 し た 状 態
で の 電 気 力 線 １ １ ５ の 様 子 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 電 気 力 線 １ １ ４ は 周 辺 画 素 領 域 の 外 側 に も 作 用 す る た め 、 周
辺 画 素 電 極 １ ０ ２ 、 １ １ １ に 挟 ま れ て い る 液 晶 分 子 １ １ ４ を が 応 答 さ せ る と 共 に 中 央 画 素
電 極 １ ０ １ 、 １ １ ２ の 周 縁 部 の 液 晶 分 子 １ １ ４ を も 予 め 応 答 さ せ て 、 そ の 向 き を 変 化 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 １ １ ２ に よ り 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ １ １ ２ に 挟 ま れ て い る
液 晶 分 子 １ １ ４ に 電 界 を 印 加 す る 。 こ の 状 態 で の 液 晶 分 子 １ １ ４ を 図 ２ （ ａ ） に 示 め す 。
こ の 状 態 で は 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 １ １ ２ の 周 縁 部 の 液 晶 分 子 が １ １ ４ 予 め 応 答 し て い
る の で 、 電 極 １ ０ １ 、 １ ０ ２ 、 １ １ ２ 、 １ １ ３ が 配 置 さ れ て い な い 領 域 の 液 晶 分 子 １ １ ４
の 影 響 を 受 け ず に 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 １ １ ２ の 間 の 液 晶 分 子 １ １ ４ は 円 滑 に 応 答 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 中 央 画 素 電 極 １ ０ １ 、 １ １ ２ と 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ 、 １ １ ３ と を 離 し て
配 置 す る よ う に し た が 、 そ の 離 す 距 離 が 重 要 に な る 。 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 一 対 の 画 素
電 極 か ら 電 圧 を 印 加 し た 際 に 、 画 素 の 境 界 面 か ら 電 気 力 線 １ １ ５ が は み だ す 。 そ の 結 果 、
周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ 、 １ １ ３ の 境 界 面 の 外 側 の 液 晶 分 子 １ １ ４ も 応 答 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ３ は 印 加 電 圧 に 応 答 し た 液 晶 分 子 の 位 置 を 電 極 か ら 離 間 距 離 と し て 測 定 し た 結 果 を 示
す 。 ５ Ｖ の 電 圧 印 加 に 対 し て 、 離 間 距 離 は ４ μ ｍ 程 度 で あ る 。 こ れ は 、 ５ Ｖ の 電 圧 印 加 に
対 し て は 、 画 素 電 極 か ら ４ μ ｍ 程 度 離 れ た 位 置 に 在 る 液 晶 分 子 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と が
で き る こ と を 意 味 し て い る 。 従 っ て 、 印 加 電 圧 を ５ Ｖ と す る 場 合 に は 、 図 １ に お い て 、 中
央 画 素 電 極 １ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ の 離 間 距 離 は ４ μ ｍ 以 内 と す れ ば よ い 。 ４ μ ｍ の
離 間 距 離 を 形 成 す る に は 、 現 在 の 液 晶 表 示 装 置 の フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ の 解 像 度 を 考 慮 す る
と 十 分 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 実 施 例 は 、 表 示 単 位 が ２ つ の 画 素 電 極 か ら 成 る 画 素 マ ト リ ク ス の 駆 動 方 法 を 示 す 。 本
実 施 例 で は 、 画 素 電 極 を 実 施 例 １ と 同 じ 構 成 と す る 。 従 っ て 、 中 央 画 素 電 極 、 周 辺 画 素 電
極 を 独 立 に 動 作 さ せ る た め に 、 そ れ ぞ れ に 対 し て ス イ ッ チ ン グ 素 子 と な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ を 独 立 に 接 続 し 、 更 に 、 こ れ ら の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 対 し て 駆 動 回 路 を 独 立 に 接 続 す る 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 般 に 、 周 辺 駆 動 回 路 は 信 号 線 駆 動 回 路 と 走 査 線 駆 動 回 路 と で 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の 信
号 線 駆 動 回 路 と 走 査 線 駆 動 回 路 と が 一 体 的 に 動 作 し て 、 各 画 素 領 域 に お い て １ つ の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 中 央 画 素 領 域 と 周 辺 画 素 領 域 に お い
て 異 な る 動 作 を 行 う 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が ２ つ 配 置 さ れ て い る の で 、 信 号 線 駆 動 回 路 と 走 査
線 駆 動 回 路 と は そ れ ぞ れ ２ 組 以 上 、 最 低 で も ２ 組 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ４ は 本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 の 構 成 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 画 素
マ ト リ ク ス ４ ０ １ は 、 図 １ 、 ２ に 示 す 中 央 画 素 電 極 、 周 辺 画 素 電 極 か ら 成 る 画 素 セ ル が マ
ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。 中 央 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 制 御 す る た
め に 、 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ 、 走 査 線 駆 動 回 路 ４ ０ ４ が そ れ ぞ れ 信 号 線 、 走 査 線 に よ り 画
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素 マ ト リ ク ス ４ ０ １ に 接 続 さ れ て い る 。 更 に 、 周 辺 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ を 制 御 す る た め に 、 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ３ 、 走 査 線 駆 動 回 路 ６ ０ ５ が そ れ ぞ れ 信 号 線 、
走 査 線 に よ り 画 素 マ ト リ ク ス ４ ０ １ に 接 続 さ れ て い る 。 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ に
は そ れ ぞ れ 動 き 検 出 回 路 ４ ０ ６ の 出 力 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ 、 走 査 線 駆 動 回 路 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ は 画 素 マ ト リ ク ス ４ ０
１ を の ４ 辺 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ 、 か つ 、 画 素 マ ト リ ク ス ４ ０ １ を 隔 て て 、 信 号 線 駆
動 回 路 ４ ０ ２ と ４ ０ ３ が 対 峙 し 、 走 査 線 駆 動 回 路 ４ ０ ４ と ４ ０ ５ が 対 峙 し て い る 。 図 ４ （
ｂ ） は 周 辺 駆 動 回 路 の 配 置 の 変 形 例 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） と 同 じ 符 号 は 同 じ 部 材 を 示 し て い
る 。 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 画 素 マ ト リ ク ス ４ ０ １ の ２ 辺 を 取 り 囲 む よ う に 、 信 号 線 駆
動 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ 、 走 査 線 駆 動 回 路 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ を 配 置 し て 、 か つ 信 号 線 駆 動 回 路
４ ０ ２ と ４ ０ ３ 及 び 走 査 線 駆 動 回 路 ４ ０ ４ と ４ ０ ５ が そ れ ぞ れ 同 じ 側 に 配 置 さ れ て い る 。
た だ し 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ 、 走 査 線 駆 動 回 路 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ は そ れ ぞ れ 信 号 線
、 走 査 線 を 共 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ５ は 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ に 表 示 信 号 を 与 え る た め の シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図
で あ り 、 こ の シ ス テ ム で は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 画 像 信 号 は デ ジ タ ル 信 号 で あ り 、 シ ス テ
ム か ら 出 力 さ れ る 信 号 も デ ジ タ ル 信 号 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７
、 動 き 検 出 回 路 ４ ０ ６ に は そ れ ぞ れ 外 部 か ら 画 像 信 号 が 入 力 さ れ る 。 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０
７ の 出 力 は 動 き 検 出 回 路 ４ ０ ６ 、 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ３ 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ８ に そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ８ の 出 力 は 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ に は 外 部 か ら 画 像 信 号 が 入 力 さ れ て 、 １ フ レ ー ム 分 の 画 像 デ ー タ
と し て 記 憶 さ れ る 。 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ は 記 憶 し て い る 画 像 デ ー タ を フ レ ー ム メ モ リ ４
０ ８ に 出 力 す る 。 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ８ は そ の 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 。 画 像 デ ー タ を フ レ
ー ム メ モ リ ４ ０ ８ に 出 力 す る と 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ に は 新 た な 画 像 デ ー タ が 外 部 か ら
入 力 さ れ て 、 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ が 更 新 さ れ る 。 即 ち 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ は 画
像 デ ー タ を フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ８ に 出 力 す る 毎 に 、 画 像 デ ー タ が 更 新 さ れ る た め 、 フ レ ー
ム メ モ リ ４ ０ ７ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ は フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ８ に 記 憶 さ れ て い る 画
像 デ ー タ よ り も １ フ レ ー ム 先 の デ ー タ と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 動 き 検 知 回 路 ４ ０ ６ に は 、 外 部 か ら の 画 像 信 号 と 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ に 記 憶 さ れ た
画 像 デ ー タ が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 動 き 検 出 回 路 ４ ０ ６ に お い て 、 外 部 か ら の 画 像 信 号 に
「 動 き 」 の 成 分 が 在 る か 否 か が 判 断 さ れ る 。 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ か ら 入 力 さ れ た 画 像 デ
ー タ は 外 部 か ら の 画 像 信 号 よ り も １ フ レ ー ム 後 の デ ー タ と な る た め 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０
７ か ら 入 力 さ れ た 画 像 デ ー タ を 基 準 に し て 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 画 像 信 号 か ら 「 動 き 」 の
成 分 を 検 出 す る 。 そ の た め 入 力 さ れ た ２ つ の 画 像 デ ー タ が 減 算 さ れ て 、 差 分 信 号 が 作 成 さ
れ 、 こ の 差 分 信 号 か ら ノ イ ズ 成 分 を 除 去 た 後 に 、 「 動 き 」 を 現 す も の で あ る か 、 否 か を 判
断 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 差 分 信 号 が 「 動 き 」 を 示 す も の で な い 場 合 に は 、 動 き 検 出 信 号 ４ ０ ６ か ら 駆 動 信 号 が 信
号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ に 出 力 さ れ て 、 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ は 駆 動 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 信
号 線 を 介 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 し て 、 従 来 の 画 素 電 極 と 同 様 に 、 中 央 画 素 電 極 に 画
像 デ ー タ を 書 き 込 む 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 差 分 信 号 が 「 動 き 」 を 示 す も の で あ る 場 合 に は 、 動 き 検 出 信 号 ４ ０ ６ か ら 駆 動 信 号 が 信
号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ３ に 出 力 さ れ る 。 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ３ は 駆 動 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 信
号 線 を 介 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 し て 、 周 辺 画 素 電 極 に フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ に 記 憶
さ れ て い る 画 像 デ ー タ を 書 き 込 む 。 こ れ と 同 時 に 、 フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ に 記 憶 さ れ て い
る 画 像 デ ー タ は フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ８ 出 力 さ れ て 、 遅 延 さ れ た 後 に 、 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０
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２ に よ り 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 し て 、 中 央 画 素 に 書 き 込 ま れ て 、 中 央 画 素 と 周 辺 画 素 に
は 同 一 フ レ ー ム の 画 像 デ ー タ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ２ つ の フ レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ 、 ４ ０ ８ に 画 像 デ ー タ を 蓄 積 す る こ と に よ り
、 中 央 画 素 に 書 き 込 む 画 像 デ ー タ を 遅 延 さ せ て 、 か つ 周 辺 画 素 に 画 像 デ ー タ を 書 き 込 む タ
イ ミ ン グ を 中 央 画 素 よ り も １ フ レ ー ム 先 に す る こ と が で き る た め 、 実 質 的 に は 、 中 央 部 と
周 辺 部 と の 応 答 の 差 が 生 じ な く な り 、 動 画 像 を 正 確 に 表 示 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ６ の 例 で は デ ジ タ ル 信 号 処 理 を 想 定 し て い る が 、 画 像 信 号 が ア ナ ロ グ の 場 合 に は 、 フ
レ ー ム メ モ リ ４ ０ ７ 、 ４ ０ ８ に 画 像 信 号 を 入 力 す る 際 に は 、 Ａ Ｄ コ ン バ ー タ に よ り デ ジ タ
ル 信 号 に 変 換 す る よ う に し て 、 信 号 線 駆 動 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ か ら の 出 力 信 号 は Ｄ Ａ コ ン
バ ー タ に よ り 、 ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し て 、 画 素 マ ト リ ク ス に 出 力 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 実 施 例 は 実 施 例 １ の 変 形 例 で あ り 、 中 央 画 素 電 極 と 周 辺 画 素 電 極 と が 重 な る よ う に 配
置 す る こ と を 特 徴 と す る 。 画 素 セ ル は 透 光 性 を 有 す る 一 対 の ガ ラ ス 基 板 間 に ネ マ チ ッ ク 性
を 有 す る 液 晶 材 料 を 挟 持 し た 構 成 を 有 し 、 図 ６ （ ａ ） は １ つ の 画 素 領 域 の 上 面 図 で あ り 、
図 ６ （ ｂ ） は 図 ６ （ ａ ） の 線 ａ － ａ ‘
で 切 っ た 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ７ は 画 素 セ ル の 断 面 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 従 来 の 画 素 に 対 応 す る 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ が 設 け ら れ て い る
。 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 周 辺 に 接 し て 、 そ の 周 辺 を 囲 む よ う に 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ が 設 け
ら れ て い る 。 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に は 画 素 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ が 接 続 さ れ 、 周 辺 画 素
電 極 ６ ０ ２ に は 画 素 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ ６ ０ ３ 、 ６ ０ ４ の ゲ イ ト 電 極 、 に は そ れ ぞ れ 走 査 線 ６ ０ ５ 、 ６ ０ ６ が 接 続 さ れ 、 ソ ー ス
電 極 に は 信 号 線 ６ ０ ７ 、 ６ ０ ８ が 独 立 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 走 査 線 ６ ０ ５ 、
６ ０ ６ 、 信 号 線 ６ ０ ７ 、 ６ ０ ８ に は そ れ ぞ れ 図 示 し な い 駆 動 回 路 が 独 立 に 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ は 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 下 層 に 配
置 さ れ て お り 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ が 形 成 さ れ る 層 と 周 辺 画 素 電 極 １ ６ ２ が 形 成 さ れ る 層
と の 間 に は 、 絶 縁 膜 層 ６ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 下 に 液 晶 表 示 装 置 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス パ ネ ル の 作 製 方 法 を 説 明 す る 。 第 １ の 透 明
基 板 ６ １ ０ と し て 、 コ ー ニ ン グ 社 製 の ＃ ７ ０ ５ ９ ガ ラ ス 基 板 （ 厚 さ １ ． １ ｍ ｍ ） ま た は ＃
１ ７ １ ３ ガ ラ ス 基 板 （ 厚 さ １ ． １ ｍ ｍ ） を 用 い る 。 こ の 透 明 基 板 ６ １ ０ 上 に 画 素 電 極 を 駆
動 す る た め の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 周 辺 画 素 電 極 、 及 び 中 央 画 素 電 極 を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。
画 素 は 必 要 と す る 数 を マ ト リ ク ス 状 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 通 常 の ス パ ッ タ 法 に よ り 、 透 明 基 板 ６ １ ０ 上 に 、 ク ロ ム を 厚 さ １ ０ ０ ０ Å に 成 膜 し て 、
パ タ ー ニ ン グ を 施 す こ と に よ り 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ を 形 成 す る 。 こ の 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２
は ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と し て も 機 能 す る 。 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ の 形 成 と 同 時 、 そ の 前 に 或
い は 後 に 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ４ と を 接 続 す る た め の 図 示 し な い
配 線 パ タ ー ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ 上 に 、 ス パ ッ タ 法 に よ り 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 を 成 膜 し て パ タ ー ニ ン
グ し て 、 絶 縁 膜 ６ ０ ９ を 形 成 す る 。 な お 、 絶 縁 膜 ６ ０ ９ を 窒 化 珪 素 で 形 成 し て も よ い 。 更
に 、 絶 縁 膜 ６ ０ ９ 上 に 、 厚 さ １ ０ ０ ０ Å の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス パ ッ タ 法 に よ り 成 膜 す る 。 Ｉ Ｔ Ｏ
膜 を パ タ ー ニ ン グ し て 、 中 心 画 素 電 極 ６ ０ １ を 形 成 す る 。 中 心 画 素 電 極 ６ ０ １ の 形 成 と 同
時 、 そ の 前 或 い は 後 に 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ と を 接 続 す る た め
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の 配 線 パ タ ー ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ こ で 重 要 な こ と は 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ を 結 ぶ 配 線 は 絶 縁
膜 ６ ０ ９ 上 に 形 成 さ れ 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ４ と を 結 ぶ 配 線 は 絶
縁 膜 ６ ０ ９ 下 に 形 成 さ れ る こ と で あ る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と で 、 中 央 画 素 電 極
６ ０ １ と 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ と を 一 部 重 ね て 配 置 す る こ と や 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ の 周 囲
を 全 て 囲 ん で 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ を 配 置 す る こ と が で き る 。 な お 、 第 １ の 透 明 基 板 ６ １ ０
上 に は 、 こ こ で は 詳 述 し な い が 、 周 辺 駆 動 回 路 領 域 等 が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 更 に 、 第 ２ の 透 明 基 板 ６ ０ ２ と し て 、 コ ー ニ ン グ 社 製 ＃ ７ ０ ５ ９ （ 厚 さ １ ． １ ｍ ｍ ） ま
た は ＃ １ ７ ３ ７ （ 厚 さ １ ． １ ｍ ｍ ） ガ ラ ス 基 板 を 用 い る 。 そ の 基 板 上 に 、 第 １ の 透 明 基 板
６ １ ０ に 形 成 さ れ た 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ の 対 向 電 極 を そ れ ぞ れ 形
成 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 透 明 基 板 ６ １ １ 上 に 、 厚 さ １ ０ ０ ０ Å の ク ロ ム を ス パ ッ タ 法 に よ り 成 膜 す る 。 そ し て パ
タ ー ニ ン グ し て 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ に 対 向 す る 周 辺 画 素 電 極 ６ １ ２ を 形 成 す る 。 こ の 周
辺 画 素 電 極 ６ １ ２ は ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス と し て も 機 能 す る 。 次 に 、 周 辺 画 素 電 極 ６ １ ２ 上
に 、 ス パ ッ タ 法 に よ り 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 を 成 膜 し 、 パ タ ー ニ ン グ し て 、 絶 縁 膜 ６ １ ３ を
形 成 す る 。 更 に 、 絶 縁 膜 ６ １ ３ 上 に 、 厚 さ １ ０ ０ ０ Å の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ス パ ッ タ 法 に よ り 成 膜
す る 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を パ タ ー ニ ン グ し て 、 中 心 画 素 電 極 ６ ０ １ と の 対 向 電 極 と し て 中 心 画 素 電
極 ６ １ ４ を 形 成 す る 。 こ の 中 心 画 素 電 極 ６ １ ４ は 、 パ タ ー ニ ン グ せ ず に 、 全 面 に ベ タ に 形
成 さ れ る も の で よ い 。 以 上 の プ ロ セ ス に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 を 構 成 す る 一 対 の 透 光 性 基 板
が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 次 に 、 透 明 基 板 ６ １ ０ 、 ６ １ １ の 液 晶 に 接 す る 面 に 、 液 晶 材 料 を 配 向 制 御 す る た め の 図
示 し な い 配 向 膜 を 形 成 す る 。 配 向 膜 と し て 、 ポ リ イ ミ ド 系 樹 脂 を 成 膜 し て 、 ラ ビ ン グ 処 理
を 施 す 。 本 実 施 例 で は Ｔ Ｎ 型 と す る た め 、 ラ ビ ン グ の 方 向 は 、 透 明 基 板 ６ １ ０ と ６ １ １ と
で 直 交 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 そ し て 、 所 定 の 間 隔 を 開 け て 透 明 基 板 ６ １ ０ と ６ １ １ と を エ ポ キ シ 系 接 着 剤 に よ り 張 り
合 わ せ る 。 こ の 際 に 、 直 径 ５ ． ０ μ ｍ の 球 形 ス ペ ー サ を に よ り 透 明 基 板 ６ １ ０ と ６ １ １ と
の 間 隔 を 制 御 す る 。 そ し て 、 液 晶 材 料 を 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 ６ １ ０ 、 ６ １ １ 間 に 注 入 す る
。 注 入 法 と し て は 、 例 え ば 真 空 注 入 法 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 静 止 画 像 を 表 示 す る 際 に は 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 ６ １ ４ を 従 来 例 と 同 様 に 駆 動 す れ ば
よ い 。 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 ６ １ ４ が 従 来 の 画 素 電 極 と 同 じ 役 割 を し て 画 面 表 示 を お こ な
う 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 動 画 を 表 示 す る 際 に は 、 ２ 種 類 の 画 素 電 極 を 異 な る タ イ ミ ン グ で 動 作 さ せ 、 表 示 速 度 の
向 上 を 図 る 。 そ の た め 、 周 辺 画 素 電 極 に よ り 電 圧 を 印 加 し て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ 遅 れ て 中
央 画 素 電 極 か ら 電 圧 を 印 加 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ７ は 、 一 対 の 透 明 基 板 ６ １ ０ と ６ １ １ と の 間 に お い て 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ 、 ６ １ ２
間 の み に 電 圧 を 印 加 し た 状 態 を 示 し 、 図 ７ （ ａ ） は 電 気 力 線 ６ １ ５ の 様 子 を 示 し た も の で
あ り 、 図 ７ （ ｂ ） は 液 晶 分 子 ６ １ ６ の 状 態 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 ６ １ ４ に 電 圧 が 印 加 さ れ る よ り も 先 に 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ 、 ６ １
２ 間 に 電 圧 を 印 加 す る 。 こ の た め 、 中 央 画 素 領 域 の 周 縁 領 域 の 液 晶 分 子 ６ １ ６ が 分 子 長 軸
の 向 き を 電 気 力 線 ６ １ ５ の 向 き に 従 う よ う に 初 期 配 向 状 態 か ら 変 化 す る 。 次 に 、 少 し 遅 れ
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た タ イ ミ ン グ で 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 ６ １ ４ に も 電 圧 を 印 加 す る 。 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、
６ １ ４ 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ た 状 態 で は 、 中 央 画 素 領 域 の の 周 縁 の 液 晶 分 子 は 既 に 周 辺 画 素
電 極 ６ ０ ２ 、 ６ １ ２ か ら 印 加 さ れ て い る 電 圧 に 応 答 し て い る 。 従 っ て 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０
１ 、 ６ １ ４ に よ る 電 圧 に 対 す る 液 晶 分 子 の 応 答 は 、 そ の 周 辺 領 域 の 液 晶 が 遅 さ が 生 じ る こ
と が な く 、 中 央 画 素 の 領 域 全 体 に お い て 均 一 な 応 答 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 実 施 例 は 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ 、 ６ １ ２ を ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 兼 ね た ク ロ ム で 作 成
し た た め 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ 、 ６ １ ２ を 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 ６ １ ４ と 異 な る タ イ ミ ン
グ で 動 作 さ せ て も 、 画 素 周 辺 領 域 で の 液 晶 分 子 の 配 向 乱 れ を 遮 蔽 す る こ と が で き る と い う
利 点 が 生 ず る 。 ま た 、 図 ６ 、 ７ に 示 す 画 素 セ ル を 駆 動 す る に は 、 実 施 例 ２ の 駆 動 回 路 を 用
い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 中 央 画 素 電 極 と 周 辺 画 素 電 極 を 独 立 に 動 作 さ せ る こ と が で き る の で あ れ ば 、 図 ８
に 示 す 構 成 を 採 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 図 ６ と 同 じ 符 号 は 同 じ 部 材 を 表
す 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ に は 画 素 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ が 接 続 さ れ
、 周 辺 画 素 電 極 １ ０ ２ に は 画 素 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ０ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ の ゲ イ ト 電 極 は 同 一 の 走 査 線 ６ ０ ５ に 接 続 さ れ 、 他 方 、 ソ ー ス 電 極 は そ れ ぞ
れ 相 異 な る 信 号 線 ６ ０ ７ 、 ６ ０ ８ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ８ に 示 す 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 図 ６ に 示 す 構 成 と 比 較 し て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
６ ０ ３ 、 ６ ０ ４ の 配 置 が よ り 簡 潔 と な る と 共 に 、 同 一 画 素 数 で 必 要 と す る 走 査 線 を 半 減 で
き る の で 、 画 素 の 開 口 率 を 向 上 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 更 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ６ ０ ３ 、 ６ ０ ４ が 共 通 の 走 査 線 ６ ０ ５ に 接 続 さ れ て い る た め 、
従 来 例 と 同 様 に 、 画 素 を 駆 動 す る 周 辺 回 路 に は 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ つ を 設 け れ ば よ く 、 例
え ば 、 図 ４ （ ａ ） に 対 応 し て 、 図 ９ に 示 す 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 画 素 マ ト リ ク ス ９ ０ １ に は 、 ２ つ の 信 号 線 駆 動 回 路 ９ ０ ２ 、 ９ ０ ３
と 、 走 査 線 駆 動 回 路 ９ ０ ４ と が 画 素 マ ト リ ク ス の ３ 辺 を 取 り 囲 む よ う に 接 続 さ れ 、 信 号 線
駆 動 回 路 ９ ０ ２ 、 ９ ０ ３ に は そ れ ぞ れ 動 き 検 出 回 路 ９ ０ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 走 査 線 駆 動
回 路 ９ ０ ４ は 共 通 で あ る が 、 信 号 線 駆 動 回 路 ９ ０ ２ 、 ９ ０ ３ は 独 立 に 設 け ら れ て い る た め
、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ に は 互 い に 異 な る 画 像 信 号 を 入 力 す る こ と が
可 能 で あ る 。 こ の た め 、 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 動 き 検 出 回 路 ９ ０ ６ に お い て 画 像 信 号 に 「 動
き 」 成 分 が あ る か 否 か を 判 別 し て 、 中 央 画 素 電 極 ６ ０ １ 、 周 辺 画 素 電 極 ６ ０ ２ を 独 立 に 制
御 す る こ と に よ り 、 静 止 画 、 動 画 共 に 良 好 に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 画 素 セ ル の 上 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 画 素 セ ル の 断 面 構 成 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は 液 晶 の 応 答 を 説 明 す る 模 式 図 で あ り
、 図 ２ （ ｂ ） は 電 気 力 線 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 印 加 電 圧 に 対 す る 、 応 答 可 能 な 液 晶 分 子 の 電 極 か ら の 距 離 の 関 係 を 示 す グ ラ フ 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 　 。
【 図 ５ 】 動 き 検 出 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ３ の 画 素 電 極 の 上 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 画 素 電 極 の 断 面 構 成 図 で あ り 、 図 ７ （ ａ ） は 電 気 力 線 の 模 式 図 で あ 　 り 、 図 ７ （
ｂ ） は 液 晶 分 子 の 応 答 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ３ の 変 形 例 の 画 素 電 極 の 上 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 で 　 あ る 。
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【 図 １ １ 】 従 来 例 の 画 素 マ ト リ ク ス の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス の 駆 動 波 形 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 Ｔ Ｎ 液 晶 の 透 過 率 － 印 加 電 圧 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ｔ Ｎ 液 晶 の 応 答 特 性 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 例 の 画 素 電 極 の 液 晶 分 子 の 応 答 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 中 央 画 素 電 極 　 　 　 　 ： １ ０ １ 、 １ １ ２ 、 ６ ０ １ 、 ６ １ ４
　 周 辺 画 素 電 極 　 　 　 　 ： １ ０ ２ 、 １ １ ３ 、 ６ ０ ２ 、 ６ １ ２
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 　 　 ： １ ０ ３ 、 １ ０ ４ 、 ６ ０ ３ 、 ６ ０ ４
　 走 査 線 　 　 　 　 　 　 　 ： １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 ６ ０ ５ 、 ６ ０ ６
　 信 号 線 　 　 　 　 　 　 　 ： １ ０ ７ 、 １ ０ ８ 、 ６ ０ ７ 、 ６ ０ ８
　 透 明 基 板 　 　 　 　 　 　 ： １ １ ０ 、 １ １ １ 、 ６ １ ０ 、 ６ １ １
　 信 号 線 駆 動 回 路 　 　 　 ： ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ 、 ９ ０ ２ 、 ９ ０ ３
　 走 査 線 駆 動 回 路 　 　 　 ： ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ 、 ９ ０ ４
　 動 き 検 出 回 路 　 　 　 　 ： ４ ０ ６ 、 ９ ０ ６
　 フ レ ー ム メ モ リ 　 　 　 ： ４ ０ ７ 、 ４ ０ ８
　 絶 縁 膜 　 　 　 　 　 　 　 ： ６ ０ ９ 、 ６ １ ３
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

(20) JP 2005-189872 A 2005.7.14



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/36                         Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｈ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　          　　　　　

(72)発明者  西　毅
            神奈川県厚木市長谷３９８番地　株式会社半導体エネルギー研究所内
Ｆターム(参考) 2H092 GA13  JA24  JB05  JB14  JB46  NA04  NA05  PA02  PA06 
　　　　 　　  2H093 NA18  NA80  NC29  NC34  NC90  ND32 
　　　　 　　  5C006 AA16  AC24  AF27  AF50  AF51  AF71  BB08  BB16  BC02  BC06 
　　　　 　　        FA14 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  BB08  DD08  EE29  FF11  JJ02  JJ03  JJ04  JJ05 
　　　　 　　        JJ06 
　　　　 　　  5C094 AA13  BA03  BA43  CA19  DA13  EA04  FA02 

(21) JP 2005-189872 A 2005.7.14



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2005189872A 公开(公告)日 2005-07-14

申请号 JP2005023661 申请日 2005-01-31

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社半导体能源研究所

申请(专利权)人(译) 半导体能源研究所有限公司

[标]发明人 山崎舜平
小山潤
小沼利光
仲沢美佐子
西毅

发明人 山崎 舜平
小山 潤
小沼 利光
仲沢 美佐子
西 毅

IPC分类号 G02F1/1368 G02F1/133 G02F1/1343 G09F9/30 G09F9/35 G09G3/20 G09G3/36

FI分类号 G02F1/1368 G02F1/133.550 G09F9/30.338 G09F9/35 G09G3/20.621.F G09G3/20.624.B G09G3/20.
680.H G09G3/36 G02F1/1343

F-TERM分类号 2H092/GA13 2H092/JA24 2H092/JB05 2H092/JB14 2H092/JB46 2H092/NA04 2H092/NA05 2H092
/PA02 2H092/PA06 2H093/NA18 2H093/NA80 2H093/NC29 2H093/NC34 2H093/NC90 2H093/ND32 
5C006/AA16 5C006/AC24 5C006/AF27 5C006/AF50 5C006/AF51 5C006/AF71 5C006/BB08 5C006
/BB16 5C006/BC02 5C006/BC06 5C006/FA14 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/BB08 5C080/DD08 
5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/JJ06 5C094/AA13 
5C094/BA03 5C094/BA43 5C094/CA19 5C094/DA13 5C094/EA04 5C094/FA02 2H093/NC40 2H192
/AA24 2H192/BA02 2H192/BA13 2H192/BC24 2H192/EA04 2H192/FA44 2H192/GD61 2H192/JA06 
2H193/ZA04 2H193/ZA19 2H193/ZB46 2H193/ZE31 2H193/ZF24 2H193/ZF37 2H193/ZP13

优先权 1994284475 1994-10-24 JP
1994305566 1994-11-15 JP

其他公开文献 JP2005189872A5
JP3748111B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提高液晶显示装置的操作速度并提供具有更高图像质量的显示器。 像素包括信号线，与信号线相交的扫描线，第一
薄膜晶体管，第二薄膜晶体管，第一像素电极和第二像素电极。 排列成第一像素电极连接至第一薄膜晶体管，第二像素电极连接至
第二薄膜晶体管，第一薄膜晶体管，第二薄膜晶体管， 其特征在于，分别连接到不同信号线的第一像素电极和第二像素电极形成在
不同的平面上。 [选择图]图7

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/17394186-35d1-4731-8f9a-96ad9d488bbc
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034799180/publication/JP2005189872A?q=JP2005189872A



